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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年5月10日(2018.5.10)

【公表番号】特表2017-508406(P2017-508406A)
【公表日】平成29年3月23日(2017.3.23)
【年通号数】公開・登録公報2017-012
【出願番号】特願2016-557980(P2016-557980)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ  48/20     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  48/10     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ   48/20     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   48/10     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月19日(2018.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のランダムアクセス方法において、
　基地局からランダムアクセス応答（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）
を受けると、無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏ
ｌ）接続樹立（ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）をリクエストする第１メッセージを共通制
御チャンネル（ｃｏｍｍｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ)を介して送信する段階
と、
　前記第１メッセージの応答として前記ＲＲＣ接続樹立のための第２メッセージを受信す
る段階と、を含み、
　前記ＣＣＣＨがｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のためのものであることを指示する情報が前
記第１メッセージを介して前記基地局に送信され、
　前記ＣＣＣＨがｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のためのものであることを指示する情報は、
ＬＣＩＤ（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）の予め定められた
値であることを特徴とする、ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のランダムアクセス遂行方法。
【請求項２】
　前記ＣＣＣＨがｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のためのものであることを指示する情報は、
ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）ヘッダーに含まれることを特徴
とする、請求項１に記載のｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のランダムアクセス遂行方法。
【請求項３】
　前記第２メッセージは、分割される（ｆｒａｇｍｅｎｔｅｄ）又は繰り返される（ｒｅ
ｐｅａｔｅｄ）もののうちの少なくとも１つであることを特徴とする、請求項１に記載の
ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のランダムアクセス遂行方法。
【請求項４】
　ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末において、
　送受信部と、
　基地局からランダムアクセス応答（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）
を受けると、無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏ
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ｌ）接続樹立（ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）をリクエストする第１メッセージを送信す
るように前記送受信部を制御し、前記第１メッセージの応答として前記ＲＲＣ接続樹立の
ための第２メッセージを受信するように前記送受信部を制御する制御部と、を含み、
　前記ＣＣＣＨがｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のためのものであることを指示する情報が前
記第１メッセージを介して前記基地局に送信され、
　前記ＣＣＣＨがｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のためのものであることを指示する情報は、
ＬＣＩＤ（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）の予め定められた
値であることを特徴とする、ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末。
【請求項５】
　前記ＣＣＣＨがｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のためのものであることを指示する情報は、
ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）ヘッダーに含まれることを特徴
とする、請求項４に記載のｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末。
【請求項６】
　前記第２メッセージは、分割される（ｆｒａｇｍｅｎｔｅｄ）又は繰り返される（ｒｅ
ｐｅａｔｅｄ）もののうちの少なくとも１つであることを特徴とする、請求項４に記載の
ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末。
【請求項７】
　基地局がｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末とランダムアクセス手続きを行う方法において、
　前記端末から無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒ
ｏｌ）接続樹立（ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）をリクエストする第１メッセージを共通
制御チャンネル（ｃｏｍｍｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ)を介して受信する段
階と、
　前記第１メッセージを介して送信された前記ＣＣＣＨがｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のた
めのものであることを指示する情報に基づいて、前記端末がｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末で
あるかを判断する段階と、
　前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末に送信しようとする第１メッセージのサイズが前記ｃａ
ｔｅｇｏｒｙ　０端末が受信することができるメッセージのサイズより大きいかを判断す
る段階と、
　第２メッセージのサイズが前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末が受信することができるメッ
セージのサイズより大きい場合、前記第２メッセージを分割する又は繰り返すことのうち
の少なくとも１つにより前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末に送信する段階と、を含み、
　前記ＣＣＣＨがｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のためのものであることを指示する情報は、
ＬＣＩＤ（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）の予め定められた
値であることを特徴とする、基地局のランダムアクセス手続き遂行方法。
【請求項８】
　前記ＣＣＣＨがｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のためのものであることを指示する情報は、
ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）ヘッダーに含まれたことを特徴
とする、請求項７に記載の基地局のランダムアクセス手続き遂行方法。
【請求項９】
　基地局において、
　送受信部と、
　端末から無線リソース制御（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ
）接続樹立（ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍｅｎｔ）をリクエストする第１メッセージを共通制御
チャンネル（ｃｏｍｍｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ)を介して受信するように
前記送受信部を制御し、前記第１メッセージを介して送信された前記ＣＣＣＨがｃａｔｅ
ｇｏｒｙ　０端末のためのものであることを指示する情報に基づいて前記端末がｃａｔｅ
ｇｏｒｙ　０端末であるかを判断し、前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末に送信しようとする
第２メッセージのサイズが前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末が受信することができるメッセ
ージのサイズより大きいかを判断し、前記第２メッセージのサイズが前記ｃａｔｅｇｏｒ
ｙ　０端末が受信することができるメッセージのサイズより大きい場合、前記第２メッセ
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ージを分割する又は繰り返すことのうちの少なくとも１つにより前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　
０端末に送信するように前記送受信部を制御する制御部と、を含み、
　前記ＣＣＣＨがｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のためのものであることを指示する情報は、
ＬＣＩＤ（Ｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）の予め定められた
値であることを特徴とする、基地局。
【請求項１０】
　前記ＣＣＣＨがｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のためのものであることを指示する情報は、
ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）ヘッダーに含まれたことを特徴
とする、請求項９に記載の基地局。
【請求項１１】
　前記第１メッセージを送信する段階は、
　セルを形成する前記基地局からシステム情報が含まれた第３メッセージを受信する段階
と、
　前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末の前記セルへの接続が許容されることを指示する許諾情
報が前記システム情報に含まれるかを判断する段階と、
　前記システム情報が前記許諾情報を含まない場合、前記セル選択を禁止する段階と、を
含むことを特徴とする、請求項１に記載のｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末のランダムアクセス
遂行方法。
【請求項１２】
　前記第３メッセージは、システム情報ブロック（ＳＩＢ：ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　ｂｌｏｃｋ）を含むことを特徴とする、請求項１１に記載のｃａｔｅｇｏｒ
ｙ　０端末のランダムアクセス遂行方法。
【請求項１３】
　前記制御部は、
　セルを形成する前記基地局からシステム情報が含まれた第３メッセージを受信するよう
に前記送受信部を制御し、前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末の前記セルへの接続が許容され
ることを指示する許諾情報が前記システム情報に含まれるかを判断し、前記システム情報
が前記許諾情報を含まない場合、前記セル選択を禁止することを特徴とする、請求項４に
記載のｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末。
【請求項１４】
　前記第３メッセージは、システム情報ブロック（ＳＩＢ：ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　ｂｌｏｃｋ）を含むことを特徴とする、請求項１３に記載のｃａｔｅｇｏｒ
ｙ　０端末。
【請求項１５】
　前記第１メッセージを受信する段階は、
　前記基地局が、前記基地局が形成したセルへの前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末の接続を
許容するものであるかを判断する段階と、
　前記基地局が前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末の前記セルへの接続を許容する場合、前記
ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末が前記セルへの接続が許容されることを指示する許諾情報を含
む第３メッセージを生成する段階と、
　前記第３メッセージを前記端末に送信する段階と、を含むことを特徴とする、請求項７
に記載の基地局のランダムアクセス手続き遂行方法。
【請求項１６】
　前記第３メッセージは、システム情報ブロック（ＳＩＢ：ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　ｂｌｏｃｋ）を含むことを特徴とする、請求項１５に記載の基地局のランダ
ムアクセス手続き遂行方法。
【請求項１７】
　前記制御部は、
　前記基地局が、前記基地局が形成したセルへの前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末の接続を
許容するものであるかを判断し、前記基地局が前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末の前記セル
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への接続を許容する場合、前記ｃａｔｅｇｏｒｙ　０端末が前記セルへの接続が許容され
ることを指示する許諾情報を含む第３メッセージを生成し、前記第３メッセージを前記端
末に送信するように前記送受信部を制御することを特徴とする、請求項９に記載の基地局
。
【請求項１８】
　前記第３メッセージは、システム情報ブロック（ＳＩＢ：ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍ
ａｔｉｏｎ　ｂｌｏｃｋ）を含むことを特徴とする、請求項１７に記載の基地局。
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